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 「小 1 プログレム」などといった課題に対して、幼稚園や保育所そして認定こども園と小学校との
「連携」や「接続」が重要であり、幼児期からの連続性に重点を置いていると理解できる。すなわち、
幼児期の豊富な体験を通して育成される 10 項目は、小学校との効果的な「接続」を期待していると


























改訂された。この 5 領域は 2017 年の改訂にも踏襲されている。 
 （3）「保育所保育指針」 
 「保育所保育指針」に関しては、1965 年に厚生省によって示された（4）。領域については、2 歳未
満児は「生活」・「遊び」、2 歳児は「健康」・「社会」・「遊び」、3 歳児は「健康」・「社会」・「遊び」「言
語」、4 歳児以上は「健康」・「社会」・「自然」・「言語」・「造形」・「音楽」という 6 領域であった。な
お、この保育指針は保育実践における「ガイドライン」として示されたものであり、保育現場の柔軟
な取り扱いとされた。1989 年の「教育要領」改訂の後に、1990 年に「保育指針」の改訂が行われた。
この改訂では、「6 ヶ月未満」からの発達の区分になり、3 歳未満は領域を設けていない。3 歳以上に
ついては、「教育要領」と同様に、5 領域（「健康」・「環境」・「人間関係」・「言葉」・「表現」）に改訂
された。そして、2008 年の改訂（第 3 次）では、厚生省の「通知」としての「ガイドライン」であ
ったものが「告示」とされ法的拘束力を有し、「児童福祉最低基準（第 35 条）」として位置付けられ
た。 
 （4）「幼保連携型認定こども園 教育・保育要領」 
 2015 年「子ども・子育て支援新制度」が実施された。この制度は、「すべての子どもたちが、笑顔
で成長していくために。すべての家庭が安心して子育てでき、育てる喜びを感じられるために。」と
いう考えに基づいて設計されている。2014 年 4 月 30 日、内閣府・文部科学省・厚生労働省は認定こ
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目標」は「教育要領」と「保育指針」に基づいている。「教育・保育要領」の構成は、「教育要領」と
同様に 3 章立てになっている。すなわち、「第 1 章 総則」「第 2 章 ねらい及び内容並びに配慮事項」
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Ⅰ－4 本研究の目的 













 テキストマイニングの手法である KH corder（樋口、2004；2014）を用いて内容分析を実施した。
分析の際には、「ねらい」と「内容」を含めて行った。「ねらい」と「内容」を含めて分析した理由は













領」は 250 語（うち 120 語を使用）、異なり語数は 97 語（うち 69 語を使用）であった。次に「保育
指針」は 280 語（うち 130 語を使用）、異なり語数は 102 語（うち 70 語を使用）であった。最後に








































自分 7 自分 7 自分 7
友達 6 友達 6 友達 6
気付く 4 気付く 4 楽しい 4
生活 4 生活 4 気付く 4
楽しい 3 味わう 4 生活 4
行動 3 一緒 3 味わう 4
味わう 3 楽しい 3 活動 3
いろいろ 2 活動 3 行動 3
楽しむ 2 行動 3 持つ 3
活動 2 いろいろ 2 いろいろ 2
喜び 2 楽しむ 2 一緒 2
考える 2 関わり 2 楽しむ 2
思う 2 喜び 2 喜び 2
深める 2 協力 2 協力 2
人 2 工夫 2 工夫 2
相手 2 考える 2 考える 2







深める 2 深める 2
人 2 人 2
相手 2 相手 2














跡見学園女子大学文学部紀要 第 53 号 2018 
 
 （2－1）「幼稚園教育要領」の共起ネットワーク 
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（注） 






間を指し、「生後から 1 歳未満まで」である。幼児期は「幼児」と呼ばれる期間を指し、「1 歳以上から小学
校入学前の未就学児（6 歳未満）」である。 
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